
 

 

 

 

 

 

デジタルアーカイブを世界中にリンクする ２ 

－ADEACメタデータのNDLフォーマットへの変換とAPIによる連携－ 

井上 透（岐阜女子大学） 

1．メタデータの流通の流れ 

 ADEACシステムで使用されているファイルフォーマットやメタデータ(目録データ)は、

当然のことではあるが、NDLサーチのファイルフォーマットやメタデータと異なっており、

そのままデータを提供しても利用できない。ADEACは、連携の前提としてNDLサーチが定

めたファイルフォーマットによって、 Open Archives Initiativeが定めたOAI-PMHプロト

コルにメタデータを記述し変換する必要がある。以下、具体的に解説する。 

２．メタデータの連携 

 国会図書館NDLサーチは、ブリンコアに準拠した項目（Simple-DC）のフォーマット（図

１）を定めている。「和田家おぅらい」を含んだADEACのファイルフォーマットを、NDL

のフォーマットのどの項目に該当するかを確認し、メタデータをOAI-PMHプロトコルで記

述したものに変換する、つまり機械的にマッピングするソフトが必要となる。この過程を経

て、ADEACの全てのメタデータはすべて別ファイルに蓄積され、利用を待つことになる。 

 

 

図１．NDLサーチのメタデータ概要（Simple-DCの15のエレメント） 

この蓄積された情報を、API（Application Programming Interface）として国立国会図書
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館に技術的にADEACのサーバー公開することによって、国会図書館のNDLサーチ側が１週

間おきにメタデータを収集に行くことで、NDLサーチの膨大な最新のメタデータの一部と

して蓄積される。そのメタデータがNDLサーチの利用者の検索にヒットすれば、直接、

ADEACシステム内の「和田家おぅらい」のテキストや画像が提供され、分散型データベー

スとして連携することになる。このことで、小規模デジタルアーカイブ開発運用を行う組織

にとって技術的に障壁がある分野横断型総合ポータルへの参画を、TRC-ADEACがアグリ

ゲーターとして取りまとめて実現していることとになる。 

３．ジャパンサーチとの連携 

 「和田家おぅらい」を含めたTRC-ADEACのメタデータは、国会図書館NDLサーチ経由

でジャパンサーチに提供されており、直接、ジャパンサーチのメタデータに変換して提供し

ていない。ここではNDLサーチがアグリゲーターとして、ADEACのメタデータを含んでジ

ャパンサーチと連携している。 

 なお、ジャパンサーチ開発時に国会図書館のNDLサーチのメタデータはモデルになった

が、Simple-DC（シンプルなダブリンコア）と命名されていても、Description等に膨大な情

報を求めていることから、多くのアグリゲータ、データを取りまとめて提供する機関が参加

しやすいような、図２のシンプルな形式になった。 

 

図２ ジャパンサーチ・データベースの基本情報・権利表示の設定 

４．小規模デジタルアーカイブの連携策 

 NDLサーチ、ジャパンサーチはアグリゲーター経由でのデジタルアーカイブ連携を求め

ており、小規模な大学や地域のデジタルアーカイブを直接、接続するのは困難になっている。

したがって、デジタルアーカイブを世界中でリンクさせるには、アグリゲーターとしての機

能を持つ大規模な大学、国の研究機関やTRC-ADEACと連携せざるを得ない。 

 しかし、分野横断型ポータルに接続しなくとも、オープンデータとして単独でメタデータ

をAPI公開することにより他機関、ボランティアがアプリを開発し、社会に有用なサービス

としてデータを提供することが実現している。したがって、広くデータが利用されるために

は、デジタルアーカイブの開発条件として、オープンデータ化は必須ではなかろうか。 

参考：「WebAPIによるシステム連携ガイドライン ver.1.4(2018.12.28)」 

https://iss.ndl.go.jp/information/wp-

content/uploads/2019/01/WebAPIguideline_ver.1.4_20181228.pdf 


